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住
所
 
〒
二
五
五－

〇
〇
〇
四
 
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
三
三
五 

電
話
 
〇
四
六
三－

六
一－

二
二
〇
一 

交
通
 
大
磯
駅 (

JR)

よ
り
徒
歩
十
一
分  

  

 

設
立
 
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年 

 

十
一
月
二
十
一
日 

 

大
磯
地
区
に
は
鶴
見
教
会
の
信
徒
が
あ
り
、昭
和
二
十
五
年
頃 

か
ら
篤
信
の
人
達
が
中
心
と
な
っ
て
大
磯
講
と
い
う
組
織
を
作
っ

て
、
月
一
回
鶴
見
教
会
か
ら
櫻
井
浅
次
郎
師
を
迎
え
、
共
励
会
を

開
い
て
い
た
。や
が
て
参
会
者
が
増
え
る
に
従
っ
て
教
会
開
設
の

要
望
が
高
ま
っ
て
く
る
。 

 
こ
れ
に
応
え
る
た
め
鶴
見
教
会
で
は
敷
地
を
購
入
し
、昭
和
三

七
年
秋
に
広
前
が
完
成
し
た
。こ
こ
で
初
代
教
会
長
に
任
命
さ
れ

た
の
が
、
鶴
見
教
会
の
在
籍
教
師
柴
美
津
江
師
で
、
当
時
二
十
八

歳
で
あ
っ
た
。
師
は
千
葉
県
君
津
郡
の
農
家
に
生
ま
れ
、
十
六
歳

の
と
き
君
津
教
会
に
参
拝
、教
会
長
山
田
豊
吉
師
の
熱
烈
な
信
心

に
触
れ
て
信
徒
と
な
っ
た
。
昭

和
二
十
七
年
に
鶴
見
教
会
に
修

行
に
入
り
、
三
十
三
年
に
教
師

を
拝
命
し
て
い
る
。
開
教
し
た

後
も
月
に
十
数
回
鶴
見
教
会
に

参
拝
し
、
信
徒
の
こ
と
我
が
こ
と
に
つ
い
て
お
取
次
を
頂
い
た
。 

 
こ
う
し
て
大
磯
教
会
は
教
勢
次
第
に
盛
ん
と
な
る
が
、昭
和
四

十
九
年
に
惜
し
く
も
柴
師
が
帰
幽
、櫻
井
信
一
師
が
兼
務
教
会
長

を
拝
命
。 

米
山
友
子
師
、
倉
井
敏
弘
師
が
御
用
に
あ
た
ら
れ
た
後
、
昭
和

五
十
六
年
六
月
七
日
菅
原
守
次
夫
妻
が
教
会
の
留
守
番
と
し
て
入

り
、
守
次
師
は
検
定
試
験
で
教
師
と
な
り
、
ミ
ノ
リ
師
は
金
光
教

学
院
へ
一
年
間
修
行
に
入
り
、
守
次
師
が
教
会
長
と
な
り
し
が
、

平
成
十
二
年
十
二
月
十
五
日
帰
幽
さ
れ
、
そ
の
後
、
妻
の
ミ
ノ
リ

師
が
教
会
長
に
就
任
し
て
「
自
他
と
も
に
助
か
る
教
会
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
を
進
め
た
。 

 
そ
の
後
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に
ミ
ノ
リ
師
が
教
会
長
を

退
任
さ
れ
、二
〇
二
二
年
現
在
は
櫻
井
信
一
師
が
再
び
兼
務
教
会

長
を
拝
命
し
て
い
る
。 

⼤
磯
教
会 

教会長 櫻井信一 
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住
所
 
〒
二
一
一－

〇
〇
六
八
 
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
小
杉
御
殿
町
二－

八
二 

電
話
 
〇
四
四－

七
二
二－

〇
四
一
七 

交
通
 
武
蔵
小
杉
駅 (

東
急
東
横)

よ
り
徒
歩
十
三
分  

  

 

設
立
 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年 

 

五
月
三
十
一
日 

 

 
「
こ
の
神
様
は
な
あ
、
天
地
の
親
神
様
で
す
。
親
孝
行
を
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
ら
、ど
ん
な
こ
と
で
も
聞
い
て
下
さ

る
神
様
で
す
」 

 
祖
父
は
、十
三
歳
の
時
あ
る
教
会
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
の

言
葉
に
と
て
も
感
動
し
信
心
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

 
祖
父
の
三
男
で
あ
る
父
が
、祖
父
の
戦
時
中
成
し
え
な
か
っ
た

東
京
布
教
の
意
を
継
い
で
、昭
和
四
十
七
年
に
こ
こ
武
蔵
小
杉
の

地
に
布
教
の
根
を
お
ろ
し
二
年
後
の
昭
和
四
十
九
年
に
開
教
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
一
日
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
取
次
（
と
り

つ
ぎ
）
の
業
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
混
迷
極
ま
る
現
代
社
会
に
お
い

て
、
神
と
人
と
が
共
に
助
か
る
こ

の
御
道
を
、
日
に
日
に
新
た
に
切

り
開
か
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。 

 
 

武
蔵
⼩
杉
教
会 教会長 須賀院崇徳 
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住
所
 
〒
二
五
二－

〇
〇
〇
一
 
神
奈
川
県
座
間
市
相
模
が
丘
四－

六
六－

一
三 

電
話
 
〇
四
六
二－

五
二－

一
六
九
一 

交
通
 
①
相
模
原
駅
（
小
田
急
）
バ
ス(

イ
オ
ン
モ
ー
ル
座
間
行)

「
終
点
」
下
車
五
分 

 
 
 
②
南
林
間
駅
（
小
田
急
）
バ
ス(

イ
オ
ン
モ
ー
ル
座
間
行)

「
終
点
」
下
車
五
分 

 

設
立
 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年 

 

六
月
十
二
日 

 

こ
の
教
会
は
、
初
代
教
会
長
・
田
島
悦
子
先
生
が
独
り
身
で
、

親
教
会(

世
田
谷
教
会)
の
手
続
き
を
も
っ
て
、
昭
和
六
十
二
年
七

月
一
日
借
家
に
お
い
て
布
教
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
元

年
に
は
金
光
教
相
模
原
教
会
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
数

多
の
人
が
助
け
ら
れ
在
籍
信
徒
も
増
え
、平
成
四
年
に
は
現
在
地

(

座
間
市
相
模
が
丘
四―

六
十
六―
十
三)
の
土
地
建
物
購
入
の
お

か
げ
を
蒙
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
九
州
よ
り
実
母
を
引
き
取
り
介
護

を
し
な
が
ら
取
次
の
御
用
に
従
い
、
五
年
・
十
年
の
記
念
祭
も
奉

仕
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
二
月
に
母
親
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
、

も
と
も
と
病
弱
の
身
で
あ
り
持
病
を
抱
え
な
が
ら
の
日
々
の
御
用

で
あ
っ
た
。そ
し
て
、平
成
十
五

年
三
月
五
日
突
然
に
七
十
四
歳

の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、教
会
の
存
続
に
関
わ

る
諸
問
題
が
生
じ
る
も
、
当
時
、

世
田
谷
教
会
長
だ
っ
た
私
は
、相
模
原
教
会
を
兼
務
す
る
こ
と
に

な
り
、土
地
建
物
の
購
入
な
ど
神
様
の
広
大
な
お
か
げ
を
蒙
ら
せ

て
頂
い
た
。平
成
十
九
年
に
は
金
光
教
相
模
原
教
会
長
に
就
任
し
、

教
会
布
教
二
十
年
・
二
十
五
年
・
三
十
年
と
節
年
の
記
念
祭
も
奉

仕
さ
せ
て
頂
き
、
今
年
（
令
和
四
年
）
は
、
い
み
じ
く
も
教
会
布

教
三
十
五
年
の
節
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

更
に
、
明
年
の
春
季
霊
祭
に
併
せ
て
、
先
代
教
会
長
・
田
島
悦

子
姫
二
十
年
祭
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
あ
る
。こ
の
相
模

原
教
会
は
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
、
家
族
揃
っ
て
の
参
拝

と
信
心
の
自
立
を
目
指
し
て
、「
有
り
難
い
、
喜
び
の
心
」
を
頂

く
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

相
模
原
教
会 

教会長 安達幸則 


